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原子 力 委 員 会

/ 懇議 会 開催 の必要 性

わ が 国の原 子 力開発 利 用は原 子 力委 員 会 を中心 とす る体

争1の 下 に、 日本原子 力研究 所、 日本 原子 力船 開発事 業 団、
′

動 力 /1~。 核 燃 料 開発 事業 団が研 究 開発機 要 と して設立 さオ1、

着実 にそ の成 果 をあげ つ つ十年 余を経 過 した。

この 間、 原子 力開発 利 用 に 関す る情 勢 も除 々に進 展 し、

原子 力発電 の 経済 性 の 向上、 ア イ ソ トー プ利 用 tD普 及 、桟

燃 料 の民 有‐化等新た な段階 を迎 え つ つ ある。 これ らの 環 境

をふ まえ 、 原子 力の 開発利 用 の なか 一 層 強 力 に推 進す るた

め、 原子 力関係 機 関の体 制 に再検 討 を 加え る必 要 があ る も

の と考 え られ る。     ′
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“

2年 7月 動 燃 事 業 団‐法 案 の 国 会 審 議 の探 に も、

衆 議 院 の 科 学 技 i彗 特 別 委 員 会ヒ お い て「 政 府 は 原 子 力 政 策

の強 力 な 推 進 を 図 るた め、 原 子 力委 員会 を含 む 各 機 関 の 権

限、機能等を再検討 L′ 、技本的な改革を図るべ きである」

との附帯決議がなされている。     F‐
以上のような情勢 :・こかんがみ、原子力委 員会に懇談会を

設け、原子 力委 員会研究開発機関のあり
/方 等について検討

を行 うこととする。

2 懇談会の審議事項
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12)原 子 力 研 究 開 発 機 関 の あ り方 に つ い て

愁 談 会 は 次 の 事 項 を 審 議 す る 。

1/1`療 子力委員会のあり方について
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